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さらに新しくできたLET関数も説明しようと思います。
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LET関数
LET関数は関数内で名前を定義することができ、定義した名前を
計算にそのまま使うことができます。

キーボード
①結果を表示したいセルをクリックします。



②数式を入力します。
　LET関数の式は「=LET(名前1, 値1, [名前2], [値2], …・ , 計算)」
　です。今回はC7,D７,E７の平均を求めるので、式は
　「＝LET（合計,SUM(C7:E7),合計/3)」となります。数値を
　入力するときはセルをドラッグすることで簡単に入力できます。

　　　　　入力すると下図のようになります。
　　　　　
　
　

③式を入力した後に、Enterキーを押すと
　個数が表示されます。



名前1,名前値1,計算または名前2
に値を入力します。

名前1には数式の計算結果の名前を入れます。

名前値１
ここには計算したい数式と範囲を入力します。

計算または名前2
自分が求めたかった計算を計算結果の名前込みで入力する。
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関数の挿入を使って関数を入力する方法
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ここでは、英語の平均点を求めようとしています。つまり、名前1に
名前値1で求める英語の点数の合計の名前を入力するので、
合計と入力し、名前値1には、SUM（C8:E8)と入力します。

計算または名前2では名前値1で求めた英語の合計点を３で割り、
平均点を出す計算をしないといけないので、名前1で入力した
合計を使って「合計/3」にすると下の図のようになります。
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